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1. 食 材料費は，われ われ の消費生活 のうちで最基本

的 な消費部門である。 最近の家計消費 のなか の食料費 の

動向 をみると， まず食 材料費の家計消費支出に占 める割

合 の低下 があげ られてい る。 すなわち，エングル系数は

37.9%  （39年度） と低下し たと報 告されてい るが， た だ

エングル系数が低下し だから よい とい えるわ け で は な

い。 とくに最近 の値上力沙 は，支出抑 制が困難 なものが

目立ってい るこ とを考え ると， エングル系数 の低下 その

もののなかに，物価上昇 のな かで生じ た家 計の無理 が現

われている のではなかろ うか。

2. こうし た観点よ"9, われ われは，愛知県豊田市に

おける栄養調査および食材料費の調査を行ない，食材料

費 への支出 配分，価 格と消費量の関係などよ'). 最近の

食生活 の構造 変化の特徴を検討してみた。調査は昭和40

年２月 に実施し た。 なお， 昭和38年岡崎 市大ツ美町にお

いて実施し た同様 の調査 結果 と比較検討を行なった。

3.　主なる傾向 の概略は, (1) 穀類 の消費金 額は， 消

費者米価等 の値上げ などがあ ったにもかかわらず消 費金

額は減 少し ，特に消費者家庭では支出 比率は26% と低下

してい る。

(2) 野菜類 は１人１日当 たり の消費金額は約 ２倍に増

加しているが，支出 比率は減少してい ない。

(3） 調味, 嗜好品への支出割合は最減少傾向 をみせて

い る。 これらの食品は昭 和32～37年にかけて消費量は大

幅に増加し たと報 告されていただけに，最近 の消費内容

の変 化の一 端が うかがえた。


